
会議議事録 

事業名 職業実践専門課程 教育課程編成委員会 

学校名 国際調理製菓専門学校 

 

会議名 ２０２３年度 第２回 教育課程編成委員会議 

開催日時 ２０２３年３月１２日（火） ＰＭ５：００～ＰＭ６：００ 

場所 国際調理製菓専門学校 本館 レストランサービス実習室 

出席者 ① 教育課程編成委員会 

 【調理師専門有識者】 

 全日本司厨士協会新潟県本部会長 豊嶋 隆史 

【製菓衛生師専門課程有識者】 

 新潟県菓子工業組合 専務理事 古川 雅英 

【健康給食学科編成委員】 

 ㈱日本フードリンク 代表取締役 後藤 孝之  

代理出席 大宮統子 

【栄養士学科編成委員】 

 日清医療食品㈱ 中部支店管理部 池田 志野 

【パティシエ学科編成委員】 

 ㈱山重 山﨑 英治 

【国際調理製菓専門学校 教育課程編成委員】 

 学校長 石田 道子 

 副校長 山本 秀一郎 

 教務部長 竹内 正明 

教務部長 岡部 亮 

調理師学科主任 荒川 誉明  

調理系主任 本間 一彰 

製菓系主任 星野 香 

 栄養系主任 鷲頭 哲男 

＊欠席 

【栄養士専門課程有識者】 

 新潟県栄養士会 会長 折居 千惠子 

【シェフ学科編成委員】 

 ㈱シルバーホテル 総料理長 森本 節生 

【カフェ学科編成委員】 

 ㈱エフエムアイ 荒井 渉 

 

以上 出席者：１３名 欠席者：３名 



会議内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【次第】 

① 学校長挨拶 ： 学校長 

参集のお礼、前回の会議報告からトピックス報告 

栄養士学科 家庭料理技術検定 文部科学大臣賞受賞（全国トップ）個人 

     会長賞受賞（団体） 

     栄養士実力認定試験 A判定６２％ 1名優良賞 

    成績において表彰。素晴らしい教育成績であった。 

今年度、無事卒業式を終え 153 名の卒業生が巣立っていきました。それも委員の皆

様のご指導がありより良い学校運営ができているものと感謝しております。より良

い教育を実施していくためにご協力お願いします。 

② 教育課程編成委員 自己紹介 

③ 2023 年度教育活動報告 

竹内教務部長より今年度の活動報告を資料使って報告。就職実績についても資料使

って報告。その後、各主任より下期の活動報告を PowerPoint使用し説明。 

写真・映像交えわかりやすく活動内容をプレゼン。 

④ 意見聴取 

豊嶋委員：学校がこんなにたくさんイベントを実施していることに驚いた。生徒さん

先生方の笑顔が印象的。授業だけでなく課外授業としてのイベントが楽しそう。作る

喜びを感じることができる報告であった。食の陣（感謝祭）のお弁当を並んで購入し

食べてみた。非常においしく、一つ一つの味がしっかりしていて大変おいしかった。

今後も研鑽してもらいたい。 

 

古川氏 業界のニュースとして、2 月２２日から 3月 15 日までの間で将棋の対戦が

高島屋で実施される可能性あり。（藤井そうた参加予定）その際お菓子が提供される

のだが、和菓子・洋菓子 3 点ずつの中からネット投票で選ばれる。というイベントが

現在実施されている。 

食材費高騰・人件費の賃上げなどお店にとっては厳しい経営を迫られている。 

 

大宮氏 一覧にして学校行事を見てすごいボリュームで楽しいイベントが多いこと

に驚いた。学校生活と入社してからのギャップがかなりあるのではないかと改めて

感じた。入社してからのサポートの参考とし定着できるよう学校と情報交換してい

きたい。 

 

 

 

 

 

 



山崎氏 大宮氏と同様、会社に入るとそこまでいろいろなイベントや楽しいことが

続くわけではない。ただ、ワクワクする。というコンセプトはサフランも同じ。社員

がワクワクするように持続する仕掛けを会社としても作っていきたい。 

 

池田氏 学生時代と社会へ出てからのギャップが今後の課題であると感じた。最近

では多様性という言葉が一般化し会社としてもいろいろな人のニーズに応えなけれ

ばならない。継続していくために学びの場を設け、教育カリキュラムにおいても変更

していかなければならないと思う。チームビルディングなど楽しい研修を実施しモ

チベーションを上げていく。求められているということ、入社後自信をもって業務に

取り組んでもらうために研修内容を考えていく。 

 

竹内より異動のご挨拶 

岡部より新任のご挨拶 

最後に山本副校長より 

本日お忙しい中参集し貴重な意見を伺い感謝しています。 

現在就職登録のための面接を実施しています。その中で企業を選ぶ際何を重要視す

るか？の質問に対し、職場環境と答える学生が多くなってきている。何のために仕事

をするのか、何を会社に入ってやりたいのか答えることができる学生が少ない。もっ

と、社会で何をやりたいのかを自身で考え行動できる人材を育成していきたい。ま

た、次年度もよろしくお願いします。 

以 上 

 

 

 


